






働く親御さんが安心して子どもを預けることの出来る、

「第2のおうち」のようなあたたかい保育園

仙台は全国でも待機児童数が

多い地域。働きたい親御さんが

安心して預けること ができる

保育園が必要です。

一見すると震災前の日常を取り戻してい るかのように見える東北の経

済拠点である仙台市は、2012年頃よ り待機児童数が増え始め、2014

年には待機児童数全国ワ ー スト3位、2016年4月時点でも依然213人

の待機児童がいます。「働きたくても働けない 」、これは 仙台及び東北

の経済的な復興の妨げになる深刻な事態です。保育ニ ー ズの高いエリ

アに機動的に小規模保育園を開園することで待機児童問題を解消

し、子どもたちの成長と東北地方の経済的復興を下支えすべく、今後

もおうち保育園の運営に取り組んでいきます。

子どもたちが笑顔で安心して

過ごせる、そんな第2のおうちの

ような家庭的な保育を目指して。

仙台の子育て世帯が安心して子ど

もを預ける事ができる家庭的な保

育を目指して、2015年4月からO

歳-2歳の子どもたちを対象とし

た 「おうち保育園」事業をスタ ー

ト。2017年4月には 3園目となる

「おうち保育園かしわぎ」を開園し

ました。また、昨年度から「全国小規模保育協議会仙台支部」の活動を

主導し、仙台の小規模保育インフラの拡大を後押ししています。

(TOPICS) 

【地域とともに】

自身が就労するため の保育園探し（保活）は「子どもを安心して預けられるのか」という 不安と

隣合わせのものです。フロ ーレンスは、おうち保育園（仙台）を開園以来 一貫して、地域のお祭り

「青葉祭り 」に保護者、子どもたちと一 緒に参加し、常に地域とのつなが りを大切にした園運営

を大切にするなど、そうした入園前の不安を少なくする取り組みを続けています。

【多くの人に支えられて】

被災地における保育園事業の展開は、遠く日本全国からその注目を集め ています。今年度は、埼

玉県のコー ラスグル ープから、チャリティコンサ ー トの収益金を「何か被災地支援に役立てられる

ことがあれば」とご連絡をいただき、子どもたちに楽器をプレゼントすることができました。

3園に約41名が通園。

さらに保育サ ー ビスを必要とする

家庭を受け入れていきます。

これからも働くお父さん、

お母さんを応援し、みんなで

子どもたちの笑顔を抱きしめる

そんな社会にしていきます。

＿時保育も含め計3園で、0歳-2歳の子ども約41名をお預かりしてい

ます(2017年8月現在）。また、小規模保育協議会を通じてノウハウの

共有や行政への提案活動等を実施し、仙台市における保育全体の底

上げの一助となっています。

一 今後も待機児童が多い地域に「おうち保育園」を開園するとともに小規

模保育協議会の活動を主導し、子どもたちの成長と仙台及び東北の経

済的復興を継続的に支援する事を目指していきます。また、通菌してい

る子どもの中には、複雑な家庭環境と思われる子も少なくなく、そのよう

な家庭の問題に積極的に関与し、保護者と伴走しなが ら解決を後押し

する「保育ソ ー シャルワ ー カ ー 」を各園に配置することを検討しています。

のだめに、子育ての選択肢となれる保育園づくりを推進していきます。

認定NPO法人フロ ー レンス
〒102-0072 東京都千代田区飯田橋3-3-7 秋穂セントラルピル2F

TEL.03-527 5-1161 (9: 00-18 :00) http:/ /www.florence.or.jp/ 

「みんなで子どもたちを抱きしめ、子育てとともに何でも挑戦でき、いろんな家族の笑顔があふれる

社会」を目指し、子育てと仕事の両立を阻む「病児保育問題」・「待機児童問題」・「障害児保育問題」な

どの解決に取り組んでいます。非施設型•共済型という日本初の病児保育の仕組みを溝築し、首都圏

を中心に展開しています。また、待機児童問題の解消を目指し、0歳-2歳を対象とした小規模保育

事業に力を入れ、東京都内に14園、仙台市に3園を運営しています。また、日本初である障害児の

長時間預かりを可能にした「障害児保育園ヘレン」を東京都杉並区、豊島区で運営しています。

ヤlorence
認定NPO法人フロ ー レンス
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子ども 一人ひとりに合わせた居場所づくりとサポ ー トを

震災から6年。

様々な課題を抱える子どもたち

へのサポ ー トが不足しています。

被災地各地で復旧・復興が進む中、南相馬市でも除染が進み避難指示

の解除が行われるなど、一定の環境改善が進んでいます。しかしなが

ら、発災時の混乱の影響は子どもたちの発達に末だに大きな影響を残し

ています。南相馬地域の復興に向け ては、子どもたちと家族が円滑に日

常生活を送ることができる環境づくりが必要ですが、100名を超える待

機児童が発生するなど、新たな課題も発生しています。また、あらゆる業

種において人材不足が続いており、様々な課題を抱える子どもたちに十

分なサポートが提供されていない状況が続いています。

家庭や地域との連携で

幅広いサポ ー トを。

「みなみそうまラー ニングセンタ ー」

を拠点に、発達障がいなどの様々な

課題を抱える子ども等も含めた地域

の子どもたちのサ ー ドプレイスとし

て、学習や生活支援を行うとともに、

自立を育む機会として様々な行事を

行っています。そして、学校・地域•関

係機関との連携を強化し、幅広い協力体制を築いています。また、地域の

待機児童解消に向け、小規模保育事業開始に向けた準備活動も行いました。

(TOPICS) 

【安心して子育てできるよう、保護老へのサポ ー トも実施】

毎月1回土曜日に臨床心理士の先生においでいただき、保護者の皆様同士で気軽に交流して

いただいたり、日頃子どもに対して悩んでいること、困っていることなどについて相談していた

だける「いどばたカフェ」を開催しました。保護者の方からは「ゆっくりお話できてよかった」「子

どもと遊んでもらえて助かる」等の感想をいただきました。

【子どもたちが達成感や自信を感じられるようなイベントを実施】

ハタチ基金の寄付企業より、「ペ ー パ ー クラフト自販機キット」のご寄付をいただきました。セン

ターの職員と子どもたちで作成に取り組み、苦戦しつつも職員と協力しながら、無事に完成させる

ことができました。このように、子どもたちが達成感や自信を得られるよう、工夫を凝らしたイベン

トを実施しています。

約30名の子どもたちをきめ細やかに

支援。教育事業者の一員として、

原町にこにこ保育園の

立ち上げ準備を実施。

一南相馬市と協働しながら、

安心して子育てできる環境作りに貢献。

●ラー ニングセンタ ー 事業では、年間231日活動を行いました。発達課

題などを抱える約30名の子どもたちが在籍しています（延べ利用人数

は1,223名）。また、子どもの発達や 子育 ての悩みなどについての相談

件数は169件でした。

●同敷地内に原町にこにこ保育園を開設するにあたり、2017年1月か

ら3月にかけ て施設の改修工事を行い、それと並行して行政への申請

作業・人材募集・研修を行いました。

これまでの支援事業を通じて信頼関係が築かれ、行政と正式に協働を

進める事ができるようになりました。その中で「みなみそうまラー ニングセ

ンタ ー」の運営に加え、地域からの要請を受け、2017年4月には小規模

保育施設「原町にこにこ保育園」を開園いたしました。また、2015年度よ

り、慶応義塾大学大学院の伊藤健先生による事業評価を実施していま

す。その内容も指標としつつ、ひき続き子どもたちに寄り添った 支援を続

けてまいります。

保護者の皆様からは、「 集団に入ることが苦手だった子が、お友達に『遊ぼう』と声をかけ、自分から集団を作ることができ

るようになりましだ。」 「 一人っ子てすが、センタ ーて年下の子の面倒をみている姿を見て成長を感じましだ。」 「 あまり身体

を動かすことがなかったのですが、センタ ーでは積極的にサッカ ー 等を楽しんでいるようです。」「 進路で悩んでいだ時期

に、先生に相談に乗ってもら尤て心強かったです。」 「 親に言えない悩みも、センタ ーの 先生には言っているようてす。」と

いったお声を多数いただいております。

NPO法人トイボックス
〒550-0015 大阪府大阪市西区南堀江2-13-30 サンイーストピル9F
TEL.06-6543-4770 http:/ /www.npotoybox.jp 

様々な分野の専門家が集まり、教育からまちづくりまで、多くの活動領域を持つNPOとして

活動しています。トイポックスの教育部門であるスマイルファクトリ ーは現在、大阪府池田市

から委託を受け、公教育とNPOの連携としては日本で初めてとなる公設民営の「がっこう」と

して不登校·ひきこもり•発達障がいなどを抱えた子どもたちや親の支援を展開しています。

TOY�BOX 
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塾や習い事に通えなくなった子どもたちへ、教育の機会を

震災から6年。 いまなお、

多くの子どもたちが経済的な

困難を抱え、塾などの学校外教育

の機会を得られずにいます。

東日本大震災の甚大な被害によって、多くの子どもたちが経済的な困

難を抱え、学校外教育の機会を失いました。2016年度、被災地で学校

外教育バウチャ ー の利用者を募集したところ、定員の7倍もの子どもた

ちから応募が殺到し、実に1,000名以上の子どもたちに支援を届ける

こと ができませんでした。被災家庭からは「震災後、主人の給料は減

り、私（母親）の仕事も休業状態。ローンも積り、これ以上の無理ができ

ません。子どもの やる気に歯止めをかけ てしまわないか心配です。」な

ど悲痛な声が届いています。

塾や習い事で利用できる

学校外教育バウチャ ー の提供を

通じて、434名の子どもたちの

学びの機会を支えました。

被災した子どもたちに対して、塾

や習い事等で利用できる学校外

教育パウチャ ー を提供し、教育格

差の解消に取り組みました。バ ウ

チャ ー は現金給付と異なり、使途

を教育サ ー ピスに限定する事がで

きます。また、大学生ボランティア

が子どもたちと面談を行い、進路や学習、バウチャ ー 利用に関する相

談に乗り、子どもたちの成長を支えています。

(TOPICS) 

【これまで6年間で延べ500名を超える子どもたちが進学を果たしました】

2016年度、高校・大学等に進学した子どもたちは99名となり、これまで6年間で延べ500名を

超える子どもたちが進学 を果たしました。また、2016年度の高校進学率は100.0% (全国平

均： 98.7%※）、大学進学率は80.0% (全国平均： 54.7%※)となりました。これからも子どもた

ちが希望の進路に進めるよう、サポ ー トしてまいります。斑出典：文部科学省「平成28年度学校基本調査」

【大学生ボランティア数が 100 名を超えました 】

子どもたちを定期的な面談でサポ ー トする大学生ボランティアの数が100名を超えました。大

学生ボランティアは子どもたちとより良い面談ができるよう、コミュニケーションやグリ ー フケア

等の専門家による定期研修を受け ており、研修の企画・運営も自分たちで行っています。子ども

たちからは「受験勉強で疲れているとき、大学生ポランティアの方との楽しい面談が数少ない

癒しでした。」といった声が届いています。

子どもたちの夢や目標を支えると

ともに、政策提言を行うための

基盤を強化しました。

一人でも多くの子どもたちに

支援を届けるために、今後も

継続的に活動に取り組みます。

被災した子どもたち434名（小学生～高校生）に対して、学校外教育バウ

チャ ー を提供。また、2016年度はシンクタンクや専門家等と協働して、事

業の成果を可視化するための調査に着手し、これによって、事業を改善す

るとともに、自治体や政府への政策提言を行なうための基盤を強化しまし

た。バウチャ ー を受給した中学校3年生及び高校3年生が希望する進路先

に進学した比率は83.8% (83名/99名）でした。※アンケー ト回収率72.3%

一 学校外教育バウチャ ー 事業は、事業規模が過去最大となり、バウチャ ー

利用者数は年々増加しています。また、中長期的に被災自治体における

学校外教育バウチャ ー 事業の政策導入を進め、一人でも多くの子どもた

ちに支援を届けるために、調査や政策提言活動にさらに注力し、被災地

の子どもの教育格差解消に向け て取り組んでまいります。そして、効果

的に子どもたちを支えるために、大学生ポランティアによる子どもたちの

サポ ート体制の改善等を行ってまいります。

震災後、知らない土地に引っ越し、中学生活になじめず悩む毎日が続き、将来に希望が宅てませんでした。せんな中、高校

受験の年にCFCの支援を受けて塾に通えることになり、母子家庭で育ててく れだ母が少しても楽になるのではと思ったの

を覚えています。不安て逃げ出しだ くなっだこともありましだ。それだけ(2、高校に合格しだときには、支援者の皆さんに

感謝でいっぱいでしだ。そして高校3年になった現在、短大幼児教育科に合格することができました。これからも支援して

く ださっだ皆さんへの恩返しだと思って頑張リだいと思います。あリがとうこ’ ざいました。

公益社団法人チャンス ・ フォ ー・ チルドレン
〒136-0071 東京都江東区亀戸6-54-5 小川ビル2階
TEL.02 2-265-3461 http://www.cfc.or.jp/ 

Chance for Childrenは、阪神・淡路大震災で被災した子どもたちの支援を行って

きた特定非営利活動法人プレ ーンヒュー マニティ ー のひとつのプロジェクトとして

2009年に発足し、経済的な理由で十分な学びの機会を得られない子どもたちに、

教育機会を提供する活動を行っています。『すぺての子どもに機会を すべての子ど

もに夢を』をスロ ー ガンに、学校外での教育格差を解消し、すべての子どもたちが

チャンスを得られる社会を目指しています。

． 

i(i Chance for Children
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勉強する場を奪われた子どもたちに、学べる場を

震災から6年。

子どもたちを取り巻く教育環境は

厳しいままです。

被災地の子どもたちのため、

放課後の学習支援と心のケアを

担っていきます。

東日本大震災で甚大な被害を受けた宮城県女川町と岩手県大槌町で

は、未だ、約3割の子どもたちが仮設住宅に入居し続けてい る等、子ど

もたちを取り巻く教育環境は厳しいままです。また、2016年度より支

援準備を開始した福島コラボ ・ スク ー ルは、生徒の多くが長い県外避

難生活を経験しており、学習支援や心のケアが必要な生徒も少なくあ

りません。

未来を担う子どもたちに逆境を力へ

と変える「学習機会」と心のケアを提

供するため、201 1 年 よりコラポ ・ ス ’ 

ク ー Jレ女川向学館、大槌臨学舎を運

営しています。放課後の学校として、

基礎学力の向 上や、子どもたちの居

場所機能も担っています。また、福島

県ふたば未来学園高校内での福島コラボ ・ スク ー ルの立ち上げ準備

を開始。高校内でのカリキュラムサポ ートも行っていきます。

(TOPICS) 

【震災当時、中学2年生だった生徒たちが、成人式を迎えました】

2011年12月に大槌臨学舎を立ち上げたときの中学3年生が、2017年 1月に成人式を迎えました。

元生徒のひとりは「当時はあんな状況で、とても勉強する意欲なんてわかなかった。コラボの先

生方との出会いが、その状況を変えてくれた」と語ります。混乱と絶望が続く中で高校受験に立

ち向かった彼らは6年間で力強く成長し、町の復興を支える存在へと育ちました。

【英語教育や国際交流にも力を入れています】

女川向学館では、希望者がオンライン英会話の授業を受講しています。オンラインだけでなく

実際に英語を話してみる機会として、2016年度はハワイから女川を訪れた中高生と交流するプ

ログラムや、東京にあるアメリカの大学のサマ ースク ー ル参加などのイベントが行われました。

こうした取り組みの中で、英語学習のモ チベ ー ションや、海外への興味が生まれています。

約300人の子どもたちに居場所と

様々な機会を提供。

2016年度は、女川向学館・大槌臨学舎にて、園児から高校生まで293

人をサポ ートしました（延べ利用者数は約3万人）。女川向学館では、年

間を通して20回のキャリア学習・交流学習を実施。大槌臨学舎に通う

中学3年生の1 00%が「コラポ・スク ー ルを通じて、英語や数学の成績

が上が った」と回答。また、福島コラボ・スク ー ルの立ち上げに向け、教

員との協働や放課後の学習会なども実施しました。

学力や意欲の向上に繋がりました。

一
震災から7年目。

今後のコラボ・スク ールの在り方を

検討するとともに、

福島コラボ・スク ールの

立ち上げを進めていきます。

女川向学館、大槌臨学舎では引き続き子どもたちの放課後の居場所を

提供しつつ、これから数年でハ ー ド面の整備が進み、震災復興の課題

が大きく変わることを踏まえ、行政などの関係者とともに今後のコラ

ボ・スク ー ルの在り方 を検討していきます。一方、立ち上げ準備を行って

きた福島コラボ ・ スク ー ルは2017年4月に正式に活動をスタートしまし

た。他拠点の知見を活かしつつ、「探究」という軸で子どもたちが成長す

ることで震災の経験を自分自身の強さに変えていくことの支援にチャ

レンジしていきます。

私が小学3年生のときに東日本大震災が起こり、半年後から仮設住宅て暮らすようになリました。せの仮設住宅の目の前

にあったのがコラボ ・ スク ール女川向学館です。女川向学館では友だちと楽しみながら勉強しだり、先生方とだくさんの

交流を深めましだ。中学生になって勉強が難しくなリ数学が分からなくなったとを宅｀向学館の先生はひとつひとつ教尤て

くださリ、無事に第一志望の高校に合格することがてきました。向学館の先生と友だちと親、せして寄付してくださる皆さ

んへの感謝の気持ちを忘れず、高校でもがんばっていきます。あリがとうこ’ ざいましだ。

認定NPO法人カタリバ
〒166-0003 東京都杉並区高円寺南3-66-3 高円寺コモンズ2F

TEL.03-5327-56 67 http://www.katariba.or.jp/ 

カタリバが取り組む社会課題は、「子ども•若者の未来を生き抜く意欲や能力が、生まれ

育った環境によって左右されてしまうこと」です。被災や経済的困窮、地域格差など、自

分ではどうにもならない事情によって、子どもたち一人一人の可能性が阻まれ ることが

あってはなりません。どんな困難 が待ち受けていようとも、この社会を子どもたちが生き

抜いていける力。そして、思い描いた未来を創っていける力を、あらゆる子ども・若者に届

けることを目指し、全国で様々な事業を行っています。

NPOtl印JI\
曇

12 














